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京都大原学院開設から12年が経過し，次の10年に向けてこの学院の魅力を再確認し，礎にするために「魅力ある京都大原学院づくり構想」を提起します。
①地域（ふるさと大原）の魅力
　「子どもは地域の宝」という共通認識
　ふるさとの良さ（自然，伝統，産業，風土，結いの精神，大原愛）
　コミュニティスクール（地域の子育てセンター，地域資源が豊富）
　学校の応援団であるPTA，学校運営協議会がいる
②小中一貫教育の魅力
　縦のつながり（上への憧れと下への見本，面倒を見る，大きな家族，卒業生とおやじの会）
　横のつながり（仲間，地域とのつながり，大学との連携，高校，NPOとのつながり）
　小中一貫した9年間のカリキュラム
③小規模校の魅力
　小規模校のつながり（宮島，田原，まつのやま，余呉，…，「学校が地域をつくる」）
　「全国の小規模校の灯台」地域文化の継承や少子高齢化・過疎化への対応などを発信
　小規模校サミットなどで，全国の学校・地域とのつながり
④英語・英語活動（特色ある学校づくり）の魅力
　ALTの活用やKCJS，Do it Ohara，ハワイ大学との交流
　地域ぐるみで留学支援，地域と世界をつなげる
⑤地域に根付くキャリア教育
　『大原提言』をゴールとした系統的な学習
　地元の人とともに地域の課題を発見し，解決していく
⑥人権尊重を重視する魅力
　人権・平和を大切にする取組，被災地支援の取組，多様な価値観を理解する取組
⑦これからの教育への魅力
　オンライン授業と対面授業のハイブリット化
　ICTを使って，全国，外国と交流を行う
　次代を学び，STEAM教育（科学・技術・工学・芸術・数学を融合した教科横断的な教育）
⑧学習への「志（こころざし）」が見られる魅力
　学ぶ姿勢（大人から学ぶ，子どもたちから学ぶ，学校・地域・社会から学ぶ）
　学力がつく（社会で生きる力，協働性，社会性，人間性，コミュニケーション力）
　一人ひとりの教師の得意の積上げがある（学校の魅力は教師の魅力でもある）
　寺院の支援を受け，規律規範意識が育てられている
◇今後に向けての提案
（０）今ある魅力の維持・発展させ，新しい魅力を作る「温故知新」
（１）ICTを活用した他地域や外国との遠隔交流・授業
（２）グローカル人材の育成（グローバル「世界視野」とローカル「地域重視」の両面）
（３）地域資源の発掘と研磨（原石を磨き，魅力へとつなげる）
（４）大人との関わりの強化（大人と学院生が協働する場面づくり，お互いが学び合う）
（５）「よそ者，わか者，ばか者」（「異化」した目，若いエネルギー，斬新な発想）
（６）学校・地域からの情報発受信（他地域からの情報もキャッチ）
（７）コミュニケーションの場づくり，「サードプレイス（あと少しだけ話がしたい場所）」
　京都大原学院学校運営協議会（令和3年3月22日）
